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幕
別
町
で
は
、
札
内
地
区
の
宅

地
造
成
に
よ
る
転
入
者
増
や
、

定
住
施
策
の
効
果
な
ど
に
よ
り
、
人
口

は
微
増
で
あ
る
が
、
人
口
に
占
め
る
14

歳
以
下
の
割
合
が
近
隣
２
町
に
比
べ
る

と
低
い
な
ど
懸
念
さ
れ
る
材
料
も
少
な

く
な
い
。

　

将
来
を
見
据
え
た
人
口
減
少
、
少
子

化
対
策
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、

他
自
治
体
と
の
違
い
を
打
ち
出
し
、
積

極
的
な
施
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
以
下
、
伺
う
。

(1)
義
務
教
育
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て
。

(2)
第
２
子
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
や

給
食
費
の
減
免
な
ど
、
出
生
数
増
加
に

対
す
る
方
策
に
つ
い
て
。

(3)
不
妊
症
対
策
に
つ
い
て
。

(4)
子
ど
も
、
子
育
て
支
援
新
制
度
の
実

施
に
向
け
た
取
組
内
容
に
つ
い
て
。

(1)
本
町
で
は
、
平
成
23
年
10

月
か
ら
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
独

自
の
施
策
と
し
て
小
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
、

多
く
の
方
か
ら
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

十
勝
管
内
に
お
け
る
中
学
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
助
成
の
状
況
は
、
現
時
点

で
、
中
学
校
卒
業
ま
で
助
成
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
14
町
村
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

10
町
村
が
所
得
制
限
を
設
け
ず
全
額
助

成
、
３
町
が
非
課
税
世
帯
の
み
全
額
助

成
、
１
町
が
入
院
の
み
全
額
助
成
し
て

い
る
。

　

医
療
費
助
成
制
度
の
拡
大
化
は
、
少

子
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援

策
と
し
て
有
用
な
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
も
検
討
を
続
け
て
い

き
た
い
。

(2)
常
設
の
認
可
保
育
所
の
保
育
料
は
、

同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
の
就
学
前
児

童
が
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
場
合
等

に
お
い
て
は
、
最
年
長
の
児
童
が
全
額
、

２
番
目
の
児
童
が
半
額
、
３
番
目
以
降

の
児
童
が
無
料
と
定
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
に

つ
い
て
、
幕
別
地
区
の
５
カ
所
の
へ
き

地
保
育
所
で
は
、
２
人
目
以
降
が
半
額
、

忠
類
へ
き
地
保
育
所
で
は
、
２
人
目
以

降
が
３
分
の
２
の
額
と
定
め
て
お
り
、

今
後
も
保
育
料
の
軽
減
措
置
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
給
食
の
運
営
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
度
以
降
、
地
産
地

消
を
推
進
す
る
た
め
、
町
独
自
の
施
策

と
し
て
１
食
当
た
り
３
円
の
地
場
産
食

材
料
費
を
町
が
助
成
し
て
い
た
が
、
平

成
26
年
度
の
給
食
費
改
定
の
際
に
８
円

に
増
額
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(3)
北
海
道
の
助
成
事
業
と
歩
調
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
特
定
不

妊
治
療
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
、
北

海
道
が
１
回
当
た
り
15
万
円
を
限
度
と

し
て
助
成
し
、
さ
ら
に
町
独
自
の
上
乗

せ
助
成
と
し
て
平
成
18
年
度
か
ら
は
１

回
当
た
り
５
万
円
を
上
限
と
し
て
、
23

年
度
か
ら
は
７
万
５
０
０
０
円
に
増
額

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
延
べ
65
人
の
方
に
対
し

助
成
を
行
っ
て
い
る
。

(4)
幕
別
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

協
議
会
に
て
意
見
等
を
も
ら
い
な
が

ら
、
新
制
度
に
的
確
に
対
応
す
べ
く
「
幕

別
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
保
育
の
必
要
性
の
認

定
に
関
す
る
基
準
を
初
め
と
し
た
４
本

の
条
例
案
を
第
３
回
定
例
会
に
提
案
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
、
保
育
料
、
支
援
事
業

計
画
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
検
討

中
で
あ
る
。人

口
減
少
、
少
子
化
対
策
は

今
日
始
め
れ
ば
、
明
日
効
果
が
出
る
様

な
も
の
で
は
無
い
が
、
早
く
取
り
組
め

ば
効
果
が
で
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

町
に
生
ま
れ
育
っ
て
良
か
っ
た
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
町
で
暮
ら
し
た
い
と
思
え

る
町
を
目
指
す
事
が
大
切
と
思
う
が
伺

う
。同

じ
思
い
で
あ
り
、
人
口
減
少
対
策

を
斬
新
な
発
想
で
検
討
す
る
た
め
、
若

手
職
員
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
庁
内
に
設
置
し
た
。

答問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
庁
内
に
設
置
し
、
検

討
を
進
め
て
い
る

人
口
減
少
、
少
子
化
対
策
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問

再

質
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人口減少対策に取り組む十勝総合振興局
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